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番号 議案名 番号 議案名

議第42号
専決処分の報告及び承認について
専第３号　水俣市税条例の一部を改
正する条例の制定について

議第60号 教育委員会委員の任命について

議第43号
専決処分の報告及び承認について
専第４号　水俣市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議第61号 農業委員会委員の任命について

議第44号
専決処分の報告及び承認について
専第５号　令和７年度水俣市一般会
計補正予算（第11号）

議第62号 農業委員会委員の任命について

議第45号 水俣市旅費支給条例の一部を改正す
る条例の制定について 議第63号 農業委員会委員の任命について

議第46号
水俣市印鑑の登録及び証明に関する
条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議第64号 農業委員会委員の任命について

議第47号 水俣市犯罪被害者等支援条例の制定
について 議第65号 農業委員会委員の任命について

議第48号
水俣市企業支援センターの設置等に
関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議第66号 農業委員会委員の任命について

議第49号 水俣市水道条例の一部を改正する条
例の制定について 議第67号 農業委員会委員の任命について

議第50号 水俣市下水道条例の一部を改正する
条例の制定について 議第68号 農業委員会委員の任命について

議第51号 水俣市文化会館条例の一部を改正す
る条例の制定について 議第69号 農業委員会委員の任命について

議第52号 令和８年度水俣市一般会計補正予算
（第２号） 議第70号 農業委員会委員の任命について

議第53号 令和８年度水俣市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第２号） 議第71号 農業委員会委員の任命について

議第54号 令和８年度水俣市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号） 議第72号 農業委員会委員の任命について

議第55号 令和８年度水俣市介護保険特別会計
補正予算（第１号） 議第73号 農業委員会委員の任命について

議第56号 令和８年度水俣市病院事業会計補正
予算（第１号） 議第74号 農業委員会委員の任命について

議第57号 令和８年度水俣市水道事業会計補正
予算（第１号） 議第75号 財産の取得について

（GIGAスクール用端末　1,567台）

議第58号 令和８年度水俣市公共下水道事業会
計補正予算（第１号） 議第76号 固定資産評価員の選任について

議第59号 財産の取得について
（水俣病資料館展示設備等一式）

【全会一致で可決・同意・承認した議案】

令和８年６月定例会採決結果

22
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６月定例会の報告
令和８年度一般会計補正予算・条例改正などを可決

令和８年第２回定例会が６月11日（木）から７月２日（木）まで22日間開かれ、
令和８年度補正予算及び条例の制定・改正などの議案が提出され、審議を行いました。

【令和８年度会計別補正予算】� （千円）

会 計 名 補正額 補正後の額

一般会計（第２号） △　2,853 17,281,079

国民健康保険事業特別会計（第２号） △　2,196 3,317,948

後期高齢者医療特別会計（第１号） △　2,264 606,028

介護保険特別会計（第１号） 11,594 3,793,824

病院事業会計（第１号）　収益的収入 23,618 8,667,031

病院事業会計（第１号）　収益的支出 37,618 8,657,480

病院事業会計（第１号）　資本的収入 38,518 331,472

病院事業会計（第１号）　資本的支出 48,148 828,597

水道事業会計（第１号）　収益的収入 308 425,897

水道事業会計（第１号）　収益的支出 2,169 418,931

公共下水道事業会計（第１号）　収益的収入 △　7,440 851,434

公共下水道事業会計（第１号）　収益的支出 △　7,440 849,934

可決された補正予算

【令和７年度会計別補正予算】� （千円）

会 計 名 補正額 補正後の額

一般会計（第11号） △　37,230 17,146,586

専決処分により承認された補正予算
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総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、
主

に
次
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
住
民
税
の
給
与
所
得
控
除
を
65
万

円
か
ら
74
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

・
ひ
と
り
親
控
除
を
30
万
円
か
ら
33

万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

・
固
定
資
産
税
の
免
税
点
が
見
直
さ

れ
、
家
屋
に
つ
い
て
現
行
20
万
円

か
ら
30
万
円
と
な
り
、
償
却
資
産

に
つ
い
て
現
行
１
５
０
万
円
か
ら

１
８
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

●
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
の

課
税
限
度
額
が
66
万
円
か
ら
67
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
が
新
た

に
新
設
さ
れ
ま
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
湯
の
鶴
温
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
委
託
料

�

１
８
３
万
円

　

安
全
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、

必
要
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
補
助

金

�

78
万
円

　

民
生
委
員
一
人
当
た
り
の
活
動
費

を
１
万
円
増
額
し
て
年
間
４
万
円
に

す
る
も
の
で
す
。

●
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金

�

60
万
円

　

犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
被
害
者
の
御
遺
族
や
、
重
傷
病

を
負
わ
れ
た
方
な
ど
に
対
し
て
、
犯

罪
直
後
に
直
面
す
る
生
活
へ
の
不
安

や
経
済
的
な
負
担
の
早
期
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
新
た
に
創
設

す
る
も
の
で
す
。

●
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム

導
入
支
援
業
務
委
託
料

�

７
２
６
万
円

●
介
護
事
業
所
の
生
産
性
向
上
普
及
促

進
事
業
補
助
金

�

１
２
４
万
円

●
不
登
校
支
援
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
委

託
料

�

７
６
３
万
円

　

不
登
校
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
の

支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
の
事
業
で

す
。
相
談
窓
口
の
設
置
、
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
で
の
情
報
共
有
、

ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
家
庭
訪

問
の
実
施
、
社
会
性
を
育
む
機
会
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
補
助
金

�

２
３
４
万
円

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
き
、

本
市
の
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関

し
基
本
理
念
を
定
め
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定

す
る
も
の
で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

使
用
料
の
納
付
時
期
に
つ
い
て

専
決
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正

主
な
補
正
予
算

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正
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「
許
可
し
た
と
き
」
か
ら
「
使
用
の

当
日
ま
で
」
に
改
め
、
使
用
後
（
使

用
当
日
中
）
の
納
付
を
可
能
と
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
使
用
実
績
の
な

い
備
品
を
使
用
料
の
表
か
ら
削
除
し

ま
す
。

●
水
俣
市
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
水
俣
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

物
価
高
騰
や
人
口
減
少
等
に
対
応

し
、
生
活
基
盤
と
な
る
上
下
水
道
施

設
の
維
持
・
更
新
及
び
上
下
水
道
事

業
の
安
定
化
を
目
的
と
し
、
令
和
９

年
４
月
請
求
分
か
ら
水
道
料
金
及
び

下
水
道
使
用
料
を
改
定
す
る
た
め
制

定
す
る
も
の
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

印
鑑
登
録
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に

伴
い
、
国
の
印
鑑
登
録
シ
ス
テ
ム
標

準
仕
様
書
に
合
わ
せ
た
運
用
へ
と
す

る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
文
言

を
改
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で

す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
病
資
料
館
展
示
設
備
等
一
式

・
取
得
の
相
手
方

　

株
式
会
社
乃
村
工
藝
社

・
取
得
金
額�

４
４
４
４
万
円

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
端
末

・
取
得
の
相
手
方

�

株
式
会
社
内
田
洋
行
九
州
支
店

・
契
約
金
額�

７
９
６
３
万
円

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

本
田　

恵
津
子
氏
（
桜
井
町
）

●
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

竹
本　

義
幸
氏
（
大
迫
）

　

廣
島　

康
雄
氏
（
古
賀
町
）

　

坂
本　

隆
司
氏
（
丸
島
町
）

　

稲
田　

祐
市
氏
（
南
福
寺
）

　

山
内　

英
明
氏
（
袋
）

　

鬼
塚　

浩
三
氏
（
袋
）

　

金
田
一　

充
章
氏
（
月
浦
）

　

山
下　

隆
敏
氏
（
深
川
）

　

前
田　

仁
氏
（
市
渡
瀬
）

　

西
本　

和
代
氏
（
石
坂
川
）

　

戸
次　

治
夫
氏
（
湯
出
）

　

渕
上　

正
嗣
氏
（
長
崎
）

　

寒
川　

勝
氏
（
久
木
野
）

　

中
村　

清
治
氏
（
大
川
）

厚
生
文
教
委
員
会

●
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
、
大
幅

な
処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
）

議
会
運
営
委
員
会

●
政
治
倫
理
条
例
に
の
っ
と
り
松
本
和

幸
市
議
会
議
員
に
脱
税
疑
惑
に
つ
い

て
３
月
議
会
で
政
治
説
明
を
求
め
る

陳
情

（
不
採
択
）

財
産
の
取
得

人

事

陳

情
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委員長：真野　副委員長：藤本
平岡・肥山・小路・牧下・田口・松本総務産業委員会 委員長報告

（６月定例会）
専決処分の報告及び承認３件、条例の一部改正４件、補正予算３件

●議第49号　水俣市水道条例の一部を改正する条例
の制定
質疑－一般会計から上水道事業への繰入れの基準は
答弁－毎年４月に総務省が公表している基準では、

主に消火栓に係る繰入金がある。それ以外に
ついては今のところほぼ給水収益で賄うこと
ができている。

●議第50号　水俣市下水道条例の一部を改正する条
例の制定
質疑－物価高騰でもっとも影響があるものは何か
答弁－物価高騰の影響もあるが、人口減少により給

水収益、下水道使用料収入がともに減少して
いる影響が大きい。

質疑－一般会計からの下水道事業への繰入れの基準
は

答弁－雨水処理に係る経費を負担金として一般会計
から繰り入れている。汚水処理に係る部分も、
施設が大きく下水道使用料で賄いきれない部
分があるので、分流式下水道に係る経費とし
て繰り入れているが、それでも不足するため、
基準外の繰入金として繰り入れている状況で
ある。

質疑－企業会計では、いつまでも一般会計の繰入れ
に頼るわけにはいかないので、料金の値上げ
も必要と考える。繰入れを多くすれば値上げ
しなくていいということではない。企業会計
上の根本的な問題をクリアするために、使用
料の値上げを行うのか

答弁－公営企業会計は、原則として受益者負担で賄

うものである。市内の公共下水道区域は、人
口規模に換算すると半分程度であり、市民全
体が利益を受けるものでないことから、一般
会計からの繰入金は極力減らしていくことが
求められる。そのため、下水道使用料の値上
げは必要であると考えている。

質疑－５年後の公共下水道事業会計の予算規模の見
通しは

答弁－昨年度、経営戦略の見直しを行い、令和14年
度までは、水道事業も公共下水道事業も純利
益が出ると計算している。しかし、５年後の
人口や給水収益、下水道使用料収入の減少幅
は変動が予測されるため、随時収支計画の見
直しを行っていく。大幅な支出は極力抑え、
今後も８億５千万円程度に抑えるよう事業計
画を立てている。

●議第52号　令和８年度水俣市一般会計補正予算
第２号中付託分

質疑－湯の鶴温泉保健センターの体制強化のための
管理委託料の増額について詳細は

答弁－今年２月と３月に、入浴中の利用者が病院に
搬送される事案があった。当センターの受付
は通常２名体制だが、入れ替わりで１名にな
る時間がある。救急車を呼ぶ際など緊急時に
１名では業務に支障があるため、常時２名体
制をとれるよう人件費の増額について指定管
理者から申出があり、契約を変更することと
した。

事案

会
派 真志会 自民

新未来
Iʼs
水俣

日本
共産党

光
政
会

公
明
党

こ
ど
も

未
来
会

参
政
会

ネ
ク
ス
ト

す
ま
い
る

結果議
員
名

杉
本　

康
宏

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

真
野　

頼
隆

森
川　

武
治

田
口　

憲
雄

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　

朱　

松
本　

和
幸

牧
下　

恭
之

吉
野　

誠　

肥
山　

美
緒

岩
村　

龍
男

陳第９号　介護
保険制度の抜本
改善、大幅な処
遇改善を求める
陳情について

賛
否 否 否 否 否 否 否 否 賛 賛 賛 賛 否 否 否 否 議

長

賛成：４
反対：11
により不採択

（賛成討論）
⃝　すべての人が安心して介護を受け、介護従事者も尊重される制度の実
現には、国の財政支援の強化による制度の抜本的改革、介護職員の大幅
な賃金の引上げが不可欠である。ケアを必要とする側、提供する側、家
族など日常的にサポートする方、どの立場の市民にとっても求められて
いる内容であり、介護サービスの提供体制を守るためにも採択すること
は当然のことであると考える。

賛否の分かれた事案
審 議 結 果
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（６月定例会）
専決処分の報告及び承認１件、条例の制定１件、条例の一部改正２件、補正予算５件、その他の議決事件２件、
継続中の陳情１件

●議第47号　水俣市犯罪被害者等支援条例の制定
質疑－本案を政策につなげられないか
答弁－補正予算で犯罪被害者等への見舞金制度を創

設し、犯罪被害者等支援メニューリストの冊
子も作成しており、ソフト面での支援も行う。

●議第52号　令和８年度水俣市一般会計補正予算
第２号中付託分
質疑－蘇峰・蘆花施設が耐震基準を満たしていない

とのことだが、今後、耐震工事を行うのか
答弁－蘇峰記念館は今年度から耐震補強の基本設計

に着手し、その後、実施設計を経て必要な工
事を行う予定。熊本県指定史跡である蘇峰・
蘆花生家は、県と相談しながら必要な工事等
を検討する。

質疑－民生委員等の処遇改善のため活動費を増額す
るとのことだが、近隣自治体と比較するとど
のくらいか

答弁－今回の増額により４万円になり、熊本県で５

番目に高い金額となる。
●議第56号　令和８年度水俣市病院事業会計補正
予算第１号
質疑－生成ＡＩ及びバイタルデータ自動転送システ

ムの具体的な活用方法は
答弁－生成ＡＩの導入により看護記録業務を自動的

に文字起こしし、文章の要約まで可能となる
ため格段に看護業務の効率化が進むと考えて
いる。また、バイタルデータ自動転送システ
ムにより、体温や血圧等の測定値が自動的に
記録されるようになり、看護業務の効率化が
図られ、医療の質の向上につながる。

●議第75号　財産の取得
質疑－ＧＩＧＡスクール用端末を整備するに当た

り、購入ではなくリースは検討できないか
答弁－県の共同調達により購入することで、補助金

が交付されるため、購入額を抑える目的で共
同調達での購入を選択した。

委員長：木戸　副委員長：高岡
杉迫・吉野・杉本・森川・岩村・桑原厚生文教委員会 委員長報告

委員長：小路　副委員長：高岡
森川・藤本・真野・松本（一部除斥）議会運営委員会 委員長報告

令和８年３月定例会に提出がありました「陳第１
号　政治倫理条例にのっとり松本和幸市議会議員に
脱税疑惑について３月議会で政治説明を求める陳
情」に関して、審査の経過並びに結果を報告します。
本陳情の審査に当たっては、３月13日秘密会にて
陳情提出者からの趣旨説明を受け、併せて当該議員
からの意見聴取も行いました。その中で、陳情提出
者、当該議員の両者から本陳情内容には、係争中の
裁判案件が関係していることが確認されました。審
査に当たった委員からは、裁判で係争中の内容を取
り扱うことは適当でないという意見と、裁判の結果
次第にもよることから進捗を見守るしかないという
意見があり、３月議会においては継続審査となりま
した。
その後、閉会中の５月13日と６月４日に確認を行
い、６月15日に秘密会ではなく通常の審査を行いま
した。その中で、引き続き裁判の結果を見守っては
という意見と、陳情趣旨が３月議会の場で説明を求
めるものであることから、これ以上結論を先延ばし

することはかえって問題の先送りにしかならないと
いう意見がありました。また、納税及び脱税疑惑の
指摘に関しては、裁判案件であり、陳情趣旨に対し
て議会側が判断できる内容ではないとの意見があり
ました。委員から再度の継続審査の申し出があり、
採決の結果、可否同数となり、委員長の裁決により
否決することに決定いたしました。その後、本陳情
そのものについて採決の結果、全会一致で不採択と
すべきものと決定いたしました。

《秘密会の取扱いについて》
水俣市議会委員会条例第20条第１項に「委員会
は、その議決で秘密会とすることができる。」とあ
り、第２項に「委員会を秘密とする委員長又は委員
の発議については、討論を用いないで委員会に諮っ
て決める。」と規定されていることから、委員長権
限ではなく、出席している委員の議決を経なければ
秘密会にすることはできないことを、申し添えさせ
ていただきます。

77



No.107

他

　現在、議会改革の検討を進めており、主に議員定数・議員報酬について、各会派の意見を聴取し、令和７年８
月１日号で、お知らせしたところです。その後、市民及び各団体等からいただいた意見をもとに、今般改めて各
会派の考えをまとめました。引き続き、市民の皆様の意識把握に努められるよう、活用していきます。
※岩村議員においては、議長の立場から本件に関する特定の考え方の掲載は差し控えております。�（単位：人、円）

会派名・議員 議員定数 議員報酬月額 左記の理由等（○定定数・○報報酬・○他その他）
真志会
小路貴紀
真野頼隆
桑原一知
杉本康宏

削減（△２） 増額（30,000） 定前回の見直しから約14年が経過し、今後人口２万人を割り込むこ
とが予想される中、市民感情に呼応して、議会自らが改革する姿
勢は必要。削減後の議会運営に支障を来さない体制づくりに議員
が責務を果たすのは当然である。

報議員報酬は現在、熊本県14市の中で最下位であり、次世代の議員
の成り手を考える上で平均程度は確保すべき。定数２名削減でき
れば、１名分は返納、もう１名分は按分することで議員一人当た
り月３万円程度増額できる原資が得られるため、定数削減とセッ
トで論ずるのが望ましい。

他２つの常任委員会および議会運営委員会の委員長には、役割と責
任に見合う報酬設定が望ましい。

公明党
牧下恭之

削減 増額 定人口減少に伴い、議員減の少数精鋭で、一人一人が責任ある議会
運営を目指す。将来の水俣市を担う人材を育て、確保するための
改革である。

報市民のために働く議員が、安心して活動できる環境が必要。議員
報酬は過去に削減されたが、その後引き上げられたことはない。
物価高の影響は議員も例外ではなく、報酬は「特権」ではなく市
民のために働く基盤である。

光政会
松本和幸

削減（△２） 増額（22,000） 定平成31年改選時の人口、議員定数の比率から、1,500人に１人を目
安とすべき。前回見直しの平成23年から相当年数が経過し、現在
の人口・財政状況等を鑑み、２名減の定数14名にする。

報定数削減による１名分の報酬を22,000円増額する。
参政会
肥山美緒

削減 増額（検討） 定人口減少に伴い議員定数の削減を検討する一方、自治会長や民生
委員、関係機関等との連携・情報共有を強化し、地域の声を丁寧
に拾い上げる仕組みづくりが必要と考える。

報若い世代を含む現役世代の成り手不足を踏まえ、議員報酬は増額
を検討しつつ、まずは選挙費用への公的支援等、立候補しやすい
環境を整えることが必要である。

I's水俣
藤本寿子
杉迫一樹

現状維持 現状維持 定全国市議会議長会「市議会議員定数に関する調査報告」によると、
人口２万5,000人から２万人で、議員定数が一番多いのが16名、次
が14名、３番目が15名となっている。定数削減を行うことで多様
な声、特に少数派意見が届きにくくなる懸念があり、現在の定数
を確保する必要がある。また、全国的に成り手不足の状況がある
ことは承知しているが、本市で昭和30年以降に実施された水俣市
議会議員選挙においては、立候補者数が定数を上回っていること
が確認されている。

報報酬については、現状のままでよい。
日本共産党
高岡朱美
平岡　朱

現状維持 現状維持
（減額も辞さず）

定水俣のように委員会中心の審査を活発に機能させるためには、３
つの常任委員会に各７〜８人を配置することが適正（本来21 〜 24
人が適正）との研究結果がある。現定数16名は既に下回っており、
これ以上の削減は行政監視機能の低下と市民の声を届きにくくさ
せる恐れがある。「財政改善」を目的とした定数削減はさしたる効
果を上げない。

報市民感情に応える必要があれば、報酬を下げてでも議席数は現状
維持すべき。

自民新未来
田口憲雄
森川武治

削減（△２） 現状維持 定定数については２名削減とする。その際、議会の機能を落とさな
いように、事務局の人数を確保することなどが必要である。

報報酬については現状維持でよい。

議会改革特別委員会からのお知らせ（各会派の意見まとめ）
第２回
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会派名・議員 議員定数 議員報酬月額 左記の理由等（○定定数・○報報酬・○他その他）
こども未来会
吉野　誠

削減（△２） 現状維持 定定数については２名削減とする。削減で浮いた財源は、市民意見
を汲み上げる仕組みの導入や、使途が公開される政務活動費の増
額に充てるなど、議会機能を維持・向上させる必要がある。

報報酬については現状維持でよい。
恵真会
木戸理江
※令和８年７月２
日付で、新たに
「恵真会」が結
成しました。

削減（△２） 増額（30,000） 定人口約２万人に対し、議員14名（１人あたり1,428人の市民対応）
への削減は、負担増（従来比200人増）を考慮しても十分可能であ
る。それにより、これまでの活動が見えにくかった部分はより明
朗となる。議員は個々の活動が活性化し、さらに市民の負託と期
待に応える質の高い働きができる。

報市民対応の増加に伴う務めに対し、県最低賃金の１割を目安に加
算し、さらに活動費（ガソリン代や会費等）として１万円追加す
る。報酬は個人の生活時間を割いた市民扶助活動への保障であり、
市民にはその対価に見合う働きかを厳しく監視していただきたい。

◯ 全国人口５万人以下の市における議員定数（14,15,16人）の状況

資料出所：全国市議会議長会「市議会議員定数に関する調査報告（令和６年12月31日現在）」より抜粋
・人口、定数に応じた市の数を表示
・水俣市人口：21,077人（令和８年１月末）

◯ 水俣市議会 議員定数及び議員報酬月額の
　 変遷
� （単位：人、円）
年月 H２. ４ H３. ５ H３. １０ H４. １０
定数 ２６ ２４ − −
報酬 ２８２, ０００ − ３００, ０００ ３１６, ０００
年月 H５. １０ H６. １０ H７. １０ H９. １０
定数 − − − −
報酬 ３２９, ０００ ３３８, ０００ ３４２, ０００ ３４８, ０００
年月 H１５. １ H１５. ５ H１９. ５ H２３. ５
定数 − ２２ １８ １６
報酬 ３４１, ０００ − − ３０６, ９００

◯ 水俣市議会議員選挙の状況
（単位：人、％）

年月 定数／立候補 有権者／人口 投票率
H２３．４ １６／２２ ２２，５３２／２７，４７９ ７８. ５７
H２７．４ １６／２０ ２１，６４９／２６，１４１ ７４. ４９
H３１．４ １６／１９ ２０，８２４／２４，５０１ ６９. ９１
Ｒ　５．４ １６／１８ １９，１９２／２２，４１２ ６６. ０２

◯ 県内各市の議員定数、報酬の状況
� （単位：人、円）
市名 人口 定数 報酬
熊本市 ７２７, ９３１　① ４８　① ７４０, ０００　①
八代市 １１８, ６２６　② ２８　② ４３１, ０００　②
人吉市 ２９, ０１６　⑪ １６　⑫ ３５７, ０００　⑦
荒尾市 ４８, ４２７　⑦ １８　⑨ ３８４, ０００　③
玉名市 ６１, ６８４　⑤ ２２　④ ３５９, ０００　⑥
山鹿市 ４７, ２８２　⑧ ２０　⑤ ３５３, ０００　⑧
菊池市 ４６, ４２９　⑨ ２０　⑤ ３３９, ０００　⑪
宇土市 ３５, ８４５　⑩ １８　⑨ ３４６, ９００　⑩
上天草市 ２１, ２０４　⑬ １４　⑭ ３１４, ０００　⑬
宇城市 ５５, ６０１　⑥ ２０　⑤ ３７１, ０００　④
阿蘇市 ２３, ８０６　⑫ １８　⑨ ３２３, ０００　⑫
合志市 ６５, ４５２　④ １９　⑧ ３７０, ０００　⑤
天草市 ７０, ３０１　③ ２６　③ ３５２, ０００　⑨
水俣市 ２１, ０７７　⑭ １６　⑫ ３０６, ９００　⑭

平均 ４３, ８４４　　 １９　　 ３４７, ９８３
（３６９, ５７１）

資料出所：「第101回 九州市議会議長会定期総会九州各市資料」より
抜粋
※①～⑭は各項目内の順位
※平均値は熊本市、八代市を除く各市の平均、議員報酬の（　）は14
市の平均値

議員定数・議員報酬に関する参考資料（令和8年6月末調査時点）
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表紙写真はいつでも応募できます！

表紙写真の応募
ありがとうございました！

トピックス

議員永年勤続表彰を受けました
　令和８年５月27日に東京都で開催された第102回全国市議会議長
会定期総会において、議員永年勤続表彰が行われ、岩村龍男議長から
15年勤続の田口憲雄副議長へ全国市議会議長会会長からの表彰状の
伝達式を行いました。

恋龍祭市民総おどりに参加しました
　5月30日にエコパーク水俣で開催された「第71回恋龍祭市民総おど
り」に参加しました。
　美しい花火の下、多くの市民の皆さんと笑顔で踊り、熱気と笑顔に
あふれた、素晴らしい初夏のスタートとなりました。

「今号の表紙」
　エコパーク水俣で開催された水俣ローズフェスタに来場いた
だいたときの写真だそうです。お姉ちゃんにかき氷を「食べさ
せて！」と口を大きく開けておねだりしている様子がとてもか
わいいですね。応募いただきありがとうございました！

かわいい子供の写真、お気に入りの風景、ペットの写真などス
マホやカメラに眠っている写真を表紙にしてみませんか。
皆様からのたくさんの御応募お待ちしております！

みなまた競り舟大会に向けた練習を行いました
　第51回みなまた競り舟大会に向けて、7月2日と14日に市議会チー
ムで練習を行いました。
　息を合わせて櫂

かい

をこぐことで、チームワークの重要性を改めて実
感する機会となりました。 本番は一丸となって挑む市議会チームへ、
温かい御声援をよろしくお願いします！

応募はこちらから☞
（スマホなどで読み取ってください）

水俣市議会オリジナルポロシャツで本会議に出席しました
　水俣市議会オリジナルの青いポロシャツには、水俣の海に生息する
タツノオトシゴの仲間で、市の公式ロゴにもなっている「ヒメタツ」
のイラストが袖や背中に付いており、SDGs未来都市である本市の認
知度向上を図ります。
　このポロシャツを着用することで、多くの人たちに本市の環境に関
する取組などを知ってもらうきっかけにできればと考えています。

▼「熱気あふれるスタート！
笑顔をつなぐローズマラソン」
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あなたの声を市政に

●真野　頼隆

１．多文化共生社会について 
２．ＩＣＴ教育について
３．上下水道料金の改定について

●平岡　朱

１．大規模風力発電計画について
２．不登校支援について 

●藤本　寿子

１．ホルムズ海峡封鎖による原材料不足など、水
俣市民への影響について 

２．プラスチックごみの削減と、市内の代替品製
造工場の現状、さらなる誘致の取組について

３．水俣病住民健康調査について 

●杉迫　一樹

１．少子化対策の入り口となる婚活・結婚から妊
娠・出産支援及び対策について

●杉本　康宏

１．不知火海の漁業再生と広域連携の強化について
２．水俣病の公害学習における受入れ実績と内容

の把握について 
３．道の駅みなまたの物産品の売上高の現状につ

いて

●肥山　美緒

１．水俣市避難行動要支援者避難支援制度について
（１）名簿登録及び個別避難計画の作成促進に

ついて
（２）個別避難計画の実行性確保について

２．人と動物が共生する地域づくりについて
（１）犬猫等の保護・返還・譲渡に向けた情報

発信について

（２）高齢者等の飼育困難への備えについて 
３．消防団員確保に向けた活動の見える化について
４．新型コロナワクチン接種に係る健康被害救済

制度の対応について

●吉野　誠

１．移住定住の施策について
（１）デジタル田園都市国家構想の実現に向け

た第３期水俣市まち・ひと・しごと創生
総合戦略について

（２）具体的な移住定住施策について 
２．ふるさと住民登録制度と、本市における活用

の可能性について
３．ＤＸの基盤整備について

●木戸　理江

１．南九州西回り自動車道工事に伴う市道の付替
えについて

２．水俣病資料館の令和７年度事業の成果と今後
の取組について

３．水俣病資料館のハード整備について
４．水俣病資料館の防災管理について

●牧下　恭之

１．小中学校における熱中症対策について
２．補聴器購入費助成について
３．予防医療について

●高岡　朱美

１．市長の政治姿勢について
２．国民健康保険税の負担軽減について
３．ホルムズ危機と本市のエネルギー安全保障に

ついて

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご覧
いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。
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多
文
化
共
生
社
会
に

つ
い
て

問
　
現
在
、
水
俣
市
に
在

住
す
る
外
国
人
は
何
人
い

る
か
。
ま
た
、
そ
の
内
訳

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
現
在
、
１
９
０
人
が

暮
ら
し
て
い
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
44
人
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
36
人
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
が
29
人
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

問
　
外
国
人
労
働
者
は
ど

う
い
っ
た
職
種
に
就
い
て

い
る
か

答
　
59
人
の
う
ち
、
製
造

業
が
26
人
、
介
護
が
26
人
、

清
掃
業
や
建
設
業
等
が
数

人
程
度
い
る
。

問
　
外
国
人
に
対
す
る
各

種
相
談
、
ま
た
、
地
震
、

台
風
な
ど
災
害
時
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
地
域
日
本
語
教
室

「
み
な
も
ん
く
ら
ぶ
」
に

お
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
説
明
や
、
各
種
防
災

情
報
ツ
ー
ル
等
が
記
載
さ

れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
す
る
な
ど
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

問
　
外
国
人
向
け
に
や
さ

し
い
日
本
語
に
よ
る
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
は

ど
う
か

答
　
現
在
、
ご
み
分
別
冊

子
や
国
が
作
成
し
た
生
活

や
仕
事
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
、
理

解
の
促
進
を
図
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
、
他
自
治
体

の
事
例
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い

て問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
が
始
ま
っ
て
約
５
年

に
な
る
が
、
現
在
の
整
備

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か答
　
令
和
２
年
度
末
に
児

童
・
生
徒
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与
、
Ｗ

ｉ
－
Ｆ
ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
全

校
に
整
備
。
以
降
高
速
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、

ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
の
活
用

等
を
進
め
て
き
た
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ

た
実
際
の
授
業
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

答
　
電
子
黒
板
等
の
大
型

掲
示
装
置
と
児
童
生
徒
の

個
々
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
接

続
し
、
児
童
生
徒
が
自
分

で
考
え
た
内
容
を
書
き
込

み
、
児
童
生
徒
が
協
力
し

て
課
題
を
解
決
す
る
協
働

的
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入
が
今
後
ま
す
ま
す
増

え
る
と
思
う
が
、
活
用
に

よ
る
学
習
内
容
の
定
着
に

つ
い
て
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か

答
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
動

画
や
音
声
を
使
っ
た
直
感

的
な
理
解
や
拡
大
表
示
、

音
声
の
読
み
上
げ
な
ど
児

童
生
徒
の
特
性
に
合
わ
せ

た
個
別
最
適
な
学
び
が
で

き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
一

方
、
紙
の
教
科
書
は
ペ
ー

ジ
を
見
渡
せ
る
一
覧
性
や
、

書
き
込
み
な
が
ら
考
え
る

感
覚
、
何
度
も
読
み
返
す

こ
と
で
深
ま
る
理
解
等
、

紙
な
ら
で
は
の
よ
さ
が
あ

る
。
今
後
は
、
紙
の
教
科

書
と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

併
用
し
て
い
く
。

上
下
水
道
料
金
の
改

定
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
水
道
事
業
及

び
公
共
下
水
道
事
業
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か

答
　
近
年
の
人
口
減
少
や

物
価
高
騰
に
伴
い
、
給
水

収
益
、
下
水
道
使
用
料
収

入
と
も
に
減
少
し
て
お
り
、

数
年
以
内
に
赤
字
が
見
込

ま
れ
る
。
そ
ん
な
中
、
経

営
改
善
の
た
め
水
道
局
と

下
水
道
課
を
統
合
し
、
人

員
削
減
も
し
て
経
営
努
力

し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
条
例
改
正
の
議
決
後

料
金
改
定
に
必
要
な
シ
ス

テ
ム
改
修
を
行
う
。
年
内

を
目
途
に
広
報
み
な
ま
た

へ
特
集
記
事
の
掲
載
を
予

定
し
て
い
る
。

議員

人口減、労働力不足を補う救世主となるか
多文化共生社会の到来

1212

（真志会）
真野　頼隆



No.107

大
規
模
風
力
発
電
計

画
に
つ
い
て

問
　（
仮
称
）
肥
薩
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
と
（
仮

称
）
出
水
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
の
計
画
地
の
一
部
が

重
な
っ
て
い
る
。
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
か

答
　
い
ま
だ
両
者
合
意
に

至
っ
て
い
な
い
。

問
　
当
該
事
業
区
域
の
水

源
涵
養
保
安
林
の
解
除
手

続
、
林
地
開
発
等
に
つ
い

て
熊
本
県
に
意
見
を
述
べ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
　
水
源
涵
養
保
安
林
の

解
除
申
請
を
行
っ
た
場
合
、

事
業
者
か
ら
市
に
対
し
解

除
の
同
意
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
る
た
め
そ
の
際

意
見
を
述
べ
る
。
林
地
開

発
許
可
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
か
ら
の
申
請
を
受
け
、

県
が
市
に
対
し
て
意
見
を

求
め
る
。
そ
の
際
意
見
を

述
べ
る
。

問
　
電
源
開
発
へ
再
度
の

説
明
会
開
催
の
要
望
を
伝

え
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
対
応
は

答
　
評
価
書
公
表
時
の
開

催
を
検
討
し
て
み
る
と
の

回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
。

問
　
令
和
６
年
１
月
に
経

済
産
業
省
か
ら
電
源
開
発

に
対
し
出
さ
れ
た
「
勧
告

書
」
の
中
で
、
希
少
生
物

等
の
対
応
に
つ
い
て
専
門

家
に
よ
る
検
討
会
を
関
係

行
政
へ
報
告
・
公
開
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
が
何
ら

か
の
報
告
が
あ
っ
た
か

答
　
令
和
６
年
11
月
に
第

１
回
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

議
事
録
が
送
付
さ
れ
た
。

問
　
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
、

希
少
生
物
へ
の
影
響
、
騒

音
や
交
通
渋
滞
、
健
康
面

へ
の
懸
念
な
ど
心
配
事
は

尽
き
ず
、
予
防
原
則
に
の

っ
と
り
現
時
点
で
の
中
止

を
求
め
、
市
長
自
ら
が
計

画
に
反
対
す
る
意
思
表
示

を
す
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か

答
　
制
度
の
主
旨
に
従
い
、

環
境
影
響
評
価
書
を
精
査

分
析
し
、
適
切
に
対
応
す

る
。

イ
ラ
ス
ト
①
挿
入

不
登
校
支
援
に
つ
い

て問
　「
地
域
に
お
け
る
不

登
校
の
こ
ど
も
へ
の
切
れ

目
な
い
支
援
事
業
」
の
内

容
と
は

答
　
教
育
・
福
祉
・
地
域

関
係
機
関
が
連
携
し
、
地

域
全
体
で
不
登
校
に
悩
む

子
供
や
そ
の
保
護
者
を
支

援
す
る
体
制
を
整
備
す
る

も
の
。
支
援
に
当
た
っ
て

は
「
休
み
始
め
」「
休
養

期
」「
回
復
期
」
な
ど
、

不
登
校
の
子
供
の
心
身
の

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
取

り
組
む
。

問
　
水
俣
市
子
ど
も
自
立

支
援
室
が
午
後
か
ら
開
設

で
き
な
い
理
由
は
何
か

答
　
利
用
す
る
児
童
生
徒

の
支
援
体
制
の
状
況
、
生

活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
、

午
後
か
ら
の
登
校
も
選
択

肢
の
一
つ
と
す
る
観
点
か

ら
午
前
中
の
開
設
が
適
当

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
自
立
支
援
室

が
午
後
か
ら
の
選
択
肢
に

な
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
「
出
席
扱

い
」
と
な
る
役
割
を
果
た

せ
る
午
後
か
ら
の
居
場
所

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
か

答
　
各
学
校
に
お
い
て
空

き
教
室
等
を
活
用
し
、
居

場
所
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
「
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
。

問
　
市
は
「
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
」
や
「
学
び
の
多
様

化
学
校
（
い
わ
ゆ
る
不
登

校
特
例
校
）」
等
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
か

答
　「
子
ど
も
自
立
支
援

室
」
や
「
校
内
教
育
セ
ン

タ
ー
」
以
外
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
は
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
ま
ず
不
登

校
児
童
生
徒
の
状
況
等
を

丁
寧
に
分
析
し
、
福
祉
部

局
等
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
不
登
校
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

イ
ラ
ス
ト
②
挿
入

議員

不登校児童生徒の居場所の選択肢として
「子ども自立支援室」は午後からも開設を
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ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖

に
よ
る
原
材
料
不
足

な
ど
水
俣
市
民
へ
の

影
響
に
つ
い
て

問
　
建
築
、
建
設
、
土
木
、

電
気
工
事
、
各
種
工
場
な

ど
の
商
工
業
関
係
へ
の
影

響
は
ど
う
か

答
　
シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
、

金
属
製
品
な
ど
、
石
油
由

来
の
製
品
に
影
響
が
あ
る
。

問
　
米
、
野
菜
、
果
樹
、

畜
産
な
ど
、
農
業
へ
の
影

響
は
ど
う
か

答
　
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
に
確

認
し
た
。
ハ
ウ
ス
等
で
使

用
す
る
重
油
は
高
止
ま
り
。

農
業
用
マ
ル
チ
は
、
今
後

の
調
達
が
不
透
明
で
あ
る
。

問
　
経
済
産
業
省
の
通
知

に
よ
り
、
相
談
対
応
と
し

て
全
国
に
「
中
東
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
・
原
油
価
格

上
昇
等
に
関
す
る
特
別
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い

る
と
あ
る
が
、
市
と
の
連

携
は
ど
う
か

答
　
熊
本
県
で
は
18
か
所

あ
り
、
近
く
で
は
水
俣
商

工
会
議
所
と
な
っ
て
お
り

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応

す
る
。

問
　「
重
点
支
援
地
方
交

付
金
」
追
加
措
置
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か

答
　
今
後
活
用
事
業
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　
水
俣
市
企
業
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
支
援
は
あ

る
の
か

答
　
日
頃
か
ら
事
業
者
を

訪
問
し
支
援
に
関
す
る
情

報
提
供
、
補
助
金
申
請
等

を
行
っ
て
い
る
。
迅
速
に

取
り
組
む
つ
も
り
だ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

削
減
と
、
市
内
の
代

替
品
製
造
工
場
の
現

状
、
さ
ら
な
る
誘
致

の
取
組
に
つ
い
て

問
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
含

ま
れ
る
有
害
物
質
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か

答
　
焼
却
す
る
と
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
が
発
生
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

問
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご

み
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

る
の
は
、
2
割
ほ
ど
で
、

多
く
は
燃
料
と
な
り
、
焼

却
す
る
と
Ｃ
Ｏ
２
が
発
生

す
る
。
以
前
の
よ
う
に
、

市
内
ス
ー
パ
ー
な
ど
に

「
削
減
の
啓
発
」
は
で
き

な
い
か

答
　
本
市
で
は
、
エ
コ
シ

ョ
ッ
プ
７
店
で
簡
易
包
装

ト
レ
ー
等
の
削
減
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
今
後
は

市
内
事
業
者
と
連
携
し
て

取
組
を
進
め
た
い
。

問
　
市
内
に
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
代
替
品
製
造
会
社

が
あ
る
が
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
封
鎖
後
の
状
況
は
ど
う

か答
　
フ
ィ
ル
ム
や
包
装
資

材
の
問
合
せ
、
受
注
が
増

え
て
い
る
。

問
　
ま
す
ま
す
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
代
替
品
を
求
め
る
業

者
が
増
え
る
と
思
う
。
環

境
の
ま
ち
と
し
て
は
、
起

業
す
る
会
社
へ
の
応
援
や

誘
致
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
と
思
う
が
い
か
が
か

答
　
市
は
創
業
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
環
境
分

野
へ
の
創
業
、
起
業
立
地

の
相
談
対
応
等
に
力
を
入

れ
る
。

水
俣
病
住
民
健
康
調

査
に
つ
い
て

問
　
水
俣
市
は
、
令
和
7

年
１
月
17
日
に
当
時
の
環

境
大
臣
、
浅
尾
慶
一
郎
氏

宛
に
、
要
望
書
を
提
出
し

て
い
る
が
水
俣
市
の
こ
の

要
望
に
対
し
国
は
、
ど
の

よ
う
に
動
い
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
る
か

答
　
国
に
つ
い
て
は
、
専

門
家
を
交
え
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

問
　
４
月
29
日
熊
本
学
園

大
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
「
水
俣
病
70
年
ア
ン
ケ

ー
ト
」
結
果
の
報
告
が
あ

っ
た
が
、
調
査
に
つ
い
て

承
知
し
て
い
る
か

答
　
報
道
な
ど
に
よ
り
承

知
し
て
い
る
。

問
　
先
行
し
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
、

市
民
や
医
療
、
福
祉
関
係

患
者
団
体
、
今
ま
で
公
衆

衛
生
の
観
点
で
水
俣
の
調

査
に
入
ら
れ
て
い
る
有
識

者
か
ら
も
意
見
を
聞
い
て

み
る
機
会
を
持
っ
て
ほ
し

い
が
い
か
が
か

答
　
環
境
省
の
動
き
を
注

視
し
て
い
く
。

議員

ホルムズ海峡封鎖による原材料不足がもたらす、
市民の窮状に支援を
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少
子
化
対
策
の
入
り

口
と
な
る
婚
活
・
結

婚
か
ら
妊
娠
・
出
産

支
援
及
び
対
策
に
つ

い
て

問
　
日
本
の
合
計
特
殊
出

生
率
が
過
去
最
低
を
更
新

し
た
こ
と
へ
の
見
解
は
い

か
が
か
。
ま
た
本
市
で
は

ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら

れ
る
か

答
　
多
様
な
価
値
観
の
浸

透
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
、
経
済
的
な
不

安
な
ど
の
要
因
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
少
子
化
・
晩
婚

化
の
傾
向
で
あ
る
。

問
　
本
市
の
婚
活
・
結
婚

支
援
事
業
と
し
て
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か

答
　
婚
活
支
援
に
つ
い
て

は
現
在
は
し
て
い
な
い
。

結
婚
を
機
に
転
入
さ
れ
る

方
へ
の
補
助
金
支
援
事
業

が
あ
る
。

問
　
本
市
の
妊
娠
・
出
産

支
援
事
業
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

答
　
妊
産
婦
健
康
診
査
事

業
や
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
事
業
、
産
後
ケ
ア
、

妊
娠
前
か
ら
の
担
当
保
健

師
に
よ
る
伴
走
型
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
今
年
度
よ
り
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
が
拡
充
さ

れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か

答
　
体
外
・
顕
微
受
精
、

男
性
不
妊
治
療
な
ど
の
生

殖
補
助
医
療
に
係
る
治
療

費
助
成
が
拡
充
さ
れ
た
。

問
　
市
民
に
対
し
て
産
休�

・
育
休
取
得
促
進
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
あ
る
か

答
　
11
月
の
男
女
共
同
参

画
週
間
に
合
わ
せ
、
パ
ネ

ル
展
示
や
市
報
で
の
周
知

を
行
っ
て
い
る
。

問
　
新
た
に
産
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
等
を
呼
び
込
む
計
画

は
な
い
か

答
　
全
国
的
な
医
師
不
足

な
ど
、
産
科
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
く
、
ま
ず
は

関
係
機
関
と
連
携
し
現
状

維
持
に
努
め
る
。

イ
ラ
ス
ト
①
挿
入

問
　
婚
活
・
結
婚
支
援
事

業
の
さ
ら
な
る
拡
充
が
必

要
と
思
う
が
、
新
し
い
計

画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
こ
と
は
何
か
あ
る
か

答
　
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に

限
ら
ず
、
既
存
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
効
果

的
な
新
た
な
取
組
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

問
　
こ
ど
も
家
庭
庁
が
推

進
し
て
い
る
「
さ
ん
き
ゅ

う
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
み
、
啓
発
を
し

て
み
て
は
ど
う
か

答
　
今
後
の
取
組
の
参
考

に
す
る
。

問
　
市
内
中
学
生
が
乳
児

と
触
れ
合
う
機
会
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
水
俣
高
校
に

も
提
案
し
て
み
て
は
ど
う

か答
　
市
内
中
学
校
で
は
授

業
の
一
環
と
し
て
、
園
児

と
の
交
流
の
機
会
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
水
俣
高
校

で
も
思
春
期
保
健
教
育
講

演
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
も
希
望
に
応
じ
、
教

育
の
現
場
と
連
携
し
な
が

ら
対
応
す
る
。

問
　
支
援
事
業
の
周
知
頻

度
を
増
や
し
、
シ
ョ
ー
ト

動
画
を
使
っ
た
周
知
を
し

て
み
て
は
ど
う
か

答
　
動
画
を
含
め
た
情
報

発
信
な
ど
の
内
容
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
発
信

頻
度
の
向
上
に
努
め
る
。

問
　
本
市
に
産
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
誘
致
す
る
た
め
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

作
り
取
り
組
ん
で
み
て
は

ど
う
か

答
　
ま
ず
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
現
状
維
持
に

努
め
る
。

問
　
本
市
で
も
「
く
ま
も

と
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ
」

の
よ
う
な
取
組
が
で
き
な

い
か
調
査
・
検
討
を
始
め

て
み
て
は
い
か
が
か

答
　
八
代
市
に
お
い
て
類

似
の
取
組
を
実
施
中
で
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
確
認

す
る
。

イ
ラ
ス
ト
②
挿
入

議員

婚活・結婚・妊娠・出産の
横断的な少子化支援の充実を
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不
知
火
海
の
漁
業
再

生
と
広
域
連
携
の
強

化
に
つ
い
て

問
　
不
知
火
海
に
お
い
て
、

水
俣
市
の
漁
獲
量
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
か

答
　
漁
港
行
政
及
び
水
産

基
盤
整
備
事
業
の
実
施
基

礎
と
な
る
港
勢
調
査
の
中

で
、
漁
獲
量
を
毎
年
集
計

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
集
計
結
果
に
お
い
て

漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

漁
業
者
か
ら
も
、
本
市
の

水
揚
げ
量
が
高
い
シ
ラ
ス

や
タ
チ
ウ
オ
が
と
れ
な
い

と
伺
っ
て
い
る
。

問
　
県
や
不
知
火
海
周
辺

の
自
治
体
が
連
携
し
た
組

織
は
あ
る
か
。
あ
る
な
ら

ば
ど
の
よ
う
な
組
織
か

答
　
令
和
４
年
度
か
ら
、

県
及
び
本
市
を
含
め
た
県

南
及
び
天
草
地
域
の
不
知

火
海
沿
海
の
自
治
体
や
漁

業
者
団
体
等
が
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
環
不
知
火
海

持
続
的
養
殖
推
進
協
議
会

が
あ
り
、
不
知
火
海
の
諸

問
題
に
関
す
る
対
策
等
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
協
議
会
は
、
こ

れ
ま
で
に
不
知
火
海
の
養

殖
の
振
興
、
赤
潮
対
策
を

中
心
に
意
見
交
換
等
を
行

っ
て
い
た
が
、
今
後
は
豊

か
な
不
知
火
海
の
実
現
に

向
け
、
漁
船
漁
業
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
等
を
行
っ

て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

水
俣
病
の
公
害
学
習

に
お
け
る
受
入
れ
実

績
と
内
容
の
把
握
に

つ
い
て

問
　
水
俣
病
資
料
館
に
お

け
る
年
間
の
来
館
者
数
は

ど
れ
く
ら
い
か

答
　
令
和
７
年
度
の
来
館

者
数
は
３
万
５
１
６
３
人
、

令
和
６
年
度
に
引
き
続
き

３
万
５
０
０
０
人
程
度
の

来
館
者
数
。

問
　
民
間
事
業
者
が
実
施

し
て
い
る
公
害
学
習
プ
ラ

ン
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
把
握
し
て
い
る
か

答
　
資
料
館
の
見
学
等
を

組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
。

問
　
総
合
窓
口
や
あ
っ
せ

ん
等
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
等
に
つ
い
て
、
把
握
し

て
い
る
か

答
　
把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
現
場
等
か
ら
の
苦
情

や
要
望
は
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
現
場
等
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
市
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
行
う
か

答
　
苦
情
等
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
。
今
回

伺
っ
た
の
で
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
担
当
部
署
と
情

報
共
有
を
行
う
。

道
の
駅
み
な
ま
た
の

物
産
品
の
売
上
高
の

現
状
に
つ
い
て

問
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

物
産
品
の
売
上
高
の
推
移

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か

答
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

令
和
４
年
度
は
約
１
億
５

３
０
１
万
円
、
令
和
５
年

度
は
約
１
億
６
６
６
９
万

円
、
令
和
６
年
度
は
約
１

億
７
６
９
４
万
円
で
毎
年

増
加
し
、
令
和
７
年
度
は

約
１
億
９
８
２
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
以
前
、
道
の
駅
に
お

い
て
水
俣
・
芦
北
地
域
雇

用
創
造
協
議
会
が
送
料
に

関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
お
り
、
消
費
者
に

好
評
で
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事

業
を
市
独
自
で
実
施
す
る

予
定
は
な
い
か

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
実
施

す
る
予
定
は
な
い
が
、
道

の
駅
の
売
上
向
上
や
生
産

者
及
び
事
業
者
支
援
策
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創

造
協
議
会
が
行
っ
て
い
た

事
業
を
参
考
と
す
る
。

議員

豊かな不知火海を次世代へ引き継ぐ
ための環境対策と、広域連携の推進
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水
俣
市
避
難
行
動
要

支
援
者
避
難
支
援
制

度
に
つ
い
て

問
　
名
簿
登
録
及
び
個
別

避
難
計
画
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か

答
　
高
齢
者
や
障
害
者
等

の
避
難
行
動
要
支
援
者
は

本
人
や
家
族
だ
け
で
は
避

難
の
判
断
や
移
動
が
難
し

い
場
合
が
あ
り
、
逃
げ
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
避

難
支
援
や
安
否
確
認
を
円

滑
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
、

日
頃
か
ら
支
援
体
制
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

問
　
名
簿
登
録
及
び
個
別

避
難
計
画
促
進
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

行
う
か

答
　
広
報
み
な
ま
た
等
で

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

個
別
避
難
計
画
作
成
の
依

頼
時
期
に
合
わ
せ
、介
護
・

福
祉
関
係
者
へ
声
か
け
や

家
族
等
の
連
絡
先
、
支
援

者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

協
力
を
求
め
て
い
く
。
未

回
答
の
方
へ
は
自
治
会
や

民
生
委
員
等
の
関
係
者
と

も
連
携
し
、
必
要
な
情
報

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
こ

ち
ら
か
ら
地
域
に
出
向
き
、

支
援
が
必
要
な
方
の
計
画

作
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

入
院
・
入
所
中
の
方
が
退

院
・
退
所
後
に
支
援
を
必

要
と
す
る
場
合
は
病
院
や

施
設
か
ら
情
報
提
供
し
て

も
ら
う
た
め
連
携
を
図
っ

て
い
く
。

問
　
個
別
避
難
計
画
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
、
先

行
し
て
実
地
訓
練
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
区
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
各
地
域
の
自

主
防
災
組
織
へ
活
動
が
広

が
る
よ
う
、
支
援
す
る
考

え
は
あ
る
か

答
　
訓
練
の
実
施
や
個
別

避
難
計
画
の
充
実
の
た
め
、

働
き
か
け
て
い
く
。

イ
ラ
ス
ト
①
挿
入

人
と
動
物
が
共
生
す

る
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て

問
　
水
俣
保
健
所
に
収
容

さ
れ
て
い
る
犬
猫
等
の
返

還
・
譲
渡
の
た
め
、
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
活
用
し

情
報
発
信
を
行
う
こ
と
は

で
き
な
い
か

答
　
水
俣
保
健
所
と
定
期

的
な
情
報
連
携
を
図
り
、

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
、

市
民
へ
犬
猫
等
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
福
祉
部
局
等
に
お
い

て
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い

る
高
齢
者
等
に
対
し
、
飼

育
継
続
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
に
備
え
、
あ
ら
か
じ

め
世
話
を
頼
め
る
方
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
等
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か

答
　
訪
問
等
の
際
に
ペ
ッ

ト
の
飼
育
が
確
認
さ
れ
た

場
合
、
緊
急
時
の
引
取
先

を
考
え
て
お
く
よ
う
促
す

と
と
も
に
「
私
の
人
生
会

議
」
ノ
ー
ト
を
活
用
し
、

万
が
一
の
場
合
の
ペ
ッ
ト

の
依
頼
先
を
事
前
に
記
入

す
る
よ
う
説
明
し
て
い
る
。

支
援
が
難
し
い
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
地
域
ケ
ア
会

議
に
て
、
必
要
に
応
じ
て

ペ
ッ
ト
を
含
め
た
包
括
的

な
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

写
真
②
挿
入

消
防
団
員
確
保
に
向

け
た
活
動
の
見
え
る

化
に
つ
い
て

問
　
消
防
団
員
確
保
に
向

け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
消
防

団
活
動
の
発
信
を
強
化
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か

答
　
若
い
世
代
へ
の
団
員

勧
誘
に
も
効
果
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団

と
協
議
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
係
る
健
康

被
害
救
済
制
度
の
対

応
に
つ
い
て

問
　
申
請
期
限
と
必
要
書

類
の
保
存
期
間
と
の
間
に

生
じ
る
課
題
に
対
し
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

答
　
予
防
接
種
の
種
類
に

よ
っ
て
申
請
期
限
が
異
な

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

必
要
書
類
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
令
に
基
づ
き

保
存
期
間
が
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
国
の
制
度
に

従
い
対
応
す
る
。

議員

ひとりで避難できない方を
地域で守るために

1717

（参政会）
肥山　美緒
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移
住
定
住
の
施
策
に

つ
い
て

問
　
第
３
期
水
俣
市
ま
ち�

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
基
本
目
標
２
の

方
向
性
と
、
現
在
の
移
住

定
住
施
策
の
具
体
的
な
取

組
状
況
お
よ
び
直
近
の
実

績
は
ど
う
か

答
　
質
の
高
い
教
育
等
を

通
じ
て
若
年
層
の
定
住
や

将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
を
目

指
し
、
移
住
定
住
の
総
合

的
支
援
を
進
め
る
。 

令

和
７
年
度
の
各
種
補
助
金

実
績
は
・
若
年
層
住
宅
取

得
応
援
奨
励
金
20
件
（
市

内
16
件
、
市
外
４
件
）・

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補

助
金
４
件
（
市
内
３
件
、

市
外
１
件
）・
若
者
人
材

確
保
奨
学
金
返
還
支
援
補

助
金
５
件
の
実
績
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
と
、
本
市
に
お

け
る
活
用
の
可
能
性

に
つ
い
て

問
　
進
学
や
就
職
で
市
外

へ
出
た
若
者
と
継
続
的
な

接
点
を
持
つ
た
め
、
ふ
る

さ
と
住
民
登
録
制
度
が
あ

る
。
同
制
度
へ
の
市
の
見

解
と
他
市
町
村
の
先
例
は

ど
う
か

答
　
地
域
活
性
化
を
促
進

す
る
有
効
な
手
段
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
先
行
事

例
と
し
て
、
宮
城
県
気
仙

沼
市
が
観
光
情
報
発
信
や

割
引
特
典
を
提
供
す
る
気

仙
沼
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。

問
　
関
係
人
口
と
の
つ
な

が
り
を
構
築
す
る
前
段
階

と
し
て
、
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
と
は
別
に
関
係
人
口

専
用
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作

成
し
、
地
域
の
深
い
魅
力

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
な

ど
を
発
信
し
て
は
ど
う
か

答
　
別
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成

は
費
用
や
管
理
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
現
在
の
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運
用
も
含
め
、

効
率
的
な
方
法
を
検
討
す

る
。

問
　
同
窓
会
の
開
催
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
同
窓

会
支
援
を
提
案
す
る
。
地

域
経
済
へ
の
貢
献
、
異
業

種
交
流
や
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
の
契
機
、
そ
し
て
補
助

条
件
に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

へ
の
登
録
を
含
め
る
こ
と

に
よ
る
継
続
的
な
つ
な
が

り
の
構
築
が
期
待
で
き
る

が
ど
う
か

答
　
同
窓
会
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、
関
係
人
口
を

創
出
す
る
手
段
と
し
て
他

自
治
体
の
事
例
も
あ
る
た

め
、
内
容
を
精
査
し
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｄ
Ｘ
の
基
盤
整
備
に

つ
い
て

問
　
情
報
が
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
へ
受
動
的
に
届
く
現

代
に
お
い
て
、
市
政
や
地

域
の
魅
力
を
的
確
に
届
け

る
情
報
環
境
の
構
築
が
求

め
ら
れ
る
。
全
庁
的
な
Ｄ

Ｘ
推
進
を
担
当
す
る
部
署

及
び
現
状
の
課
題
を
問
う

答
　
全
庁
的
な
Ｄ
Ｘ
推
進

は
総
務
課
が
中
心
と
な
り
、

個
別
案
件
は
各
部
署
が
主

体
的
に
進
め
、
必
要
に
応

じ
て
総
務
課
情
報
政
策
係

と
連
携
し
て
い
る
。
課
題

と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
活
用

に
積
極
的
な
職
員
と
不
安

を
感
じ
る
職
員
と
の
ス
キ

ル
格
差
、
全
庁
的
な
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
育
成
と
確
保

を
認
識
し
て
い
る
。

問
　
高
度
な
デ
ー
タ
連
携

や
全
庁
的
な
業
務
改
革
、

企
業
誘
致
の
推
進
力
と
す

る
た
め
、
全
庁
の
司
令
塔

と
な
る
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

や
推
進
室
の
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か

答
　
司
令
塔
と
な
る
専
門

部
署
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
ま
ず

は
職
員
や
担
当
部
署
が
主

体
的
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
で
き

る
基
盤
づ
く
り
が
先
決
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
有
効
な

ツ
ー
ル
の
導
入
や
各
種
研

修
の
実
施
、
先
進
事
例
を

共
有
で
き
る
仕
組
み
の
整

備
な
ど
、
職
員
が
挑
戦
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
専

門
部
署
の
設
置
も
含
め
た

よ
い
組
織
の
在
り
方
に
つ

い
て
引
き
続
き
考
え
て
い

く
。

議員

DX人材の育成と確保の推進を

1818

（こども未来会）
吉野　誠
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南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
工
事
に
伴
う
市

道
の
付
替
え
に
つ
い

て問
　
高
低
差
の
あ
る
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
場
所

は
ど
の
よ
う
な
工
事
か

答
　
市
道
野
川
・
袋
線
の

通
行
確
保
で
設
置
さ
れ
て

お
り
、
国
土
交
通
省
に
て

道
路
設
計
を
見
直
し
、
縦

断
勾
配
を
で
き
る
だ
け
穏

や
か
に
す
る
改
良
工
事
が

実
施
さ
れ
る
。

問
　（
仮
称
）
袋
Ｉ
Ｃ
周

辺
の
竣
工
予
定
と
信
号
設

置
の
予
定
は
あ
る
か

答
　
令
和
10
年
度
を
予
定

し
、
信
号
は
現
在
予
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
開
通
後

の
交
通
状
況
に
よ
り
検
討

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

問
　
整
備
に
お
け
る
住
民

負
担
は
あ
る
か
、
そ
の
対

応
に
市
は
ど
う
す
る
か

答
　
用
地
提
供
負
担
、
工

事
の
騒
音
や
振
動
・
粉
じ

ん
等
、
迂
回
路
に
よ
る
時

間
的
負
担
な
ど
あ
る
が
、

負
担
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
よ
う
国
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
し
、
丁

寧
な
対
応
を
心
が
け
る
。

写
真
①
挿
入

水
俣
病
資
料
館
の
令

和
７
年
度
の
成
果
と

今
後
の
取
組
に
つ
い

て問
　
肥
後
っ
子
教
室
で
の

子
供
た
ち
の
反
応
は
ど
う

か
、
そ
れ
に
資
料
館
は
ど

う
考
え
る
か

答
　
様
々
な
学
び
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
水
俣
病
の

教
訓
を
伝
え
る
取
組
の
重

要
性
を
感
じ
て
い
る
。

問
　
教
育
の
仕
方
次
第
で

は
、
二
極
化
さ
れ
た
ワ
ー

ド
が
軸
に
な
り
、
見
方
が

寄
る
の
を
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
企
業
へ
の
見

学
や
多
方
面
で
話
を
聴
く

な
ど
広
く
現
状
を
知
る
こ

と
も
有
効
だ
と
考
え
る
が

い
か
が
か

答
　
関
係
機
関
等
と
の
連

携
や
情
報
発
信
の
方
法
な

ど
検
討
し
て
い
く
。

問
　
子
供
た
ち
に
は
、
企

業
の
補
償
・
責
任
や
歴
史
、

現
在
の
様
子
や
課
題
も
学

び
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
教
育
も
必
要
で
、

肥
後
っ
子
教
室
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
外
部
と
協

働
し
て
は
い
か
が
か

答
　
県
に
伝
え
た
上
で
対

応
を
協
議
し
て
い
く
。

水
俣
病
資
料
館
の

ハ
ー
ド
整
備
に
つ
い

て問
　
歴
史
的
資
料
の
保
管

に
は
慎
重
な
判
断
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か

答
　
資
料
管
理
規
定
第
18

条
の
規
定
に
基
づ
き
資
料

管
理
委
員
会
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
実
施
す
る
。

水
俣
病
資
料
館
の
防

災
管
理
に
つ
い
て

問
　
災
害
発
生
時
や
熱
中

症
対
策
と
し
て
災
害
時
対

応
自
販
機
は
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。
ま
た
避

難
所
用
ア
イ
テ
ム
等
常
備

し
て
い
る
か

答
　
自
販
機
は
、
再
設
置

に
向
け
て
業
者
や
関
係
者

と
協
議
し
て
い
く
。
ア
イ

テ
ム
は
保
管
ス
ペ
ー
ス
を

考
慮
し
危
機
管
理
防
災
課

と
協
議
し
て
い
く
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

警
戒
で
、
休
日
昼
間
の
発

災
で
あ
れ
ば
エ
コ
パ
ー
ク

利
用
者
が
大
勢
避
難
し
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
際
受
入
れ
対
応
の
た
め

に
資
料
館
・
環
境
セ
ン
タ

ー
・
情
報
セ
ン
タ
ー
の
三

者
で
連
携
し
共
通
の
危
機

管
理
準
備
も
必
要
と
思
う

が
い
か
が
か
。
ま
た
、
避

難
所
対
応
担
当
と
し
て
配

置
し
て
あ
る
人
員
は
、
大

勢
の
避
難
者
に
対
応
す
る

心
構
え
と
し
て
準
備
や
訓

練
は
行
っ
て
い
る
か

答
　
現
時
点
で
は
具
体
的

な
受
入
れ
方
法
等
の
準
備

が
で
き
て
い
な
い
た
め
、

危
機
管
理
防
災
課
か
ら
の

助
言
等
踏
ま
え
、
受
入
れ

連
携
が
想
定
さ
れ
る
環
境

セ
ン
タ
ー
・
情
報
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
、
対
応
を
確
認
し

た
い
。

写
真
②
挿
入

ボックスカルバート

議員

市民と来訪者の安心安全を守るために
行政が努力することについて問う

1919

（真志会）
木戸　理江
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小
中
学
校
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
に
つ
い

て問
　
市
内
小
中
学
校
の
冷

水
器
設
置
状
況
は

答
　
冷
水
器
は
設
置
さ
れ

て
い
な
い
。

問
　
児
童
生
徒
が
多
い
学

校
や
体
育
館
周
辺
を
優
先

し
、
年
次
的
に
冷
水
器
を

増
設
し
て
い
く
考
え
は
な

い
か

答
　
学
校
か
ら
の
要
望
等

が
あ
っ
た
場
合
に
は
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
紫
外
線
に
弱
い
児
童

生
徒
へ
の
合
理
的
配
慮
と

し
て
、
サ
ン
グ
ラ
ス
着
用

を
認
め
る
考
え
は
あ
る
か

答
　
申
出
が
あ
れ
ば
児
童

生
徒
の
個
々
の
事
情
に
よ

る
紫
外
線
対
策
と
し
て
、

状
況
に
応
じ
て
サ
ン
グ
ラ

ス
着
用
を
認
め
る
。

問
　
医
師
の
診
断
や
保
護

者
相
談
が
あ
れ
ば
、
学
校

長
判
断
で
柔
軟
に
サ
ン
グ

ラ
ス
着
用
を
認
め
る
通
知

を
出
す
考
え
は
な
い
か

答
　
各
学
校
に
合
理
的
な

配
慮
と
し
て
サ
ン
グ
ラ
ス

着
用
を
認
め
る
通
知
を
発

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補
聴
器
購
入
費
助
成

に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
の
聞
こ
え
の

問
題
の
認
識
は

答
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
や
地
域
社
会
へ

の
交
流
控
え
で
認
知
機
能

の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
水
俣
市
と
し
て
も
補

聴
器
購
入
費
助
成
制
度
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か

答
　
購
入
費
助
成
に
係
る

効
果
及
び
予
算
的
な
制
約

を
考
慮
す
る
と
、
現
時
点

で
市
が
単
独
で
行
う
助
成

事
業
の
実
施
は
困
難
で
あ

る
。

問
　
補
聴
器
助
成
は
閉
じ

こ
も
り
防
止
や
介
護
予
防
、

健
康
寿
命
延
伸
に
つ
な
が

る
施
策
の
観
点
か
ら
制
度

導
入
を
検
討
す
べ
き
で
な

い
か

答
　
現
状
で
は
実
施
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
ま
ち

か
ど
健
康
塾
等
を
活
用
し

た
、
補
聴
器
を
利
用
す
る

前
の
段
階
と
な
る
フ
レ
イ

ル
対
策
を
進
め
て
い
く
。

予
防
医
療
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
各
種
が
ん
検

診
受
診
率
の
認
識
は
ど
う

か答
　
経
年
的
に
見
る
と
受

診
率
は
低
下
し
て
い
る
。

問
　
受
診
率
向
上
の
課
題

は
何
か

答
　
令
和
８
年
度
か
ら
職

場
や
人
間
ド
ッ
ク
で
の
、

が
ん
検
診
の
受
診
状
況
を

把
握
し
て
い
く
。

問
　
小
中
学
校
の
が
ん
教

育
の
実
施
状
況
と
目
的
は

何
か

答
　
文
部
科
学
省
が
作
成

す
る
教
材
等
を
用
い
て
実

施
し
て
い
る
。
目
的
は
、

自
他
の
健
康
と
命
の
大
切

さ
を
学
び
、
共
に
生
き
る

社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る

資
質
や
能
力
の
育
成
を
図

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
医
師
や
保
健
師
な
ど

外
部
講
師
の
活
用
、
家
庭

へ
の
啓
発
に
つ
な
が
る
授

業
、
学
校
と
医
療
機
関
と

の
連
携
な
ど
、
が
ん
教
育

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
考

え
は
あ
る
か

答
　
本
市
と
し
て
は
、
が

ん
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
が
ん
教
育
推
進
の
た

め
の
教
材
利
用
や
学
校
医

ま
た
は
保
健
師
な
ど
外
部

講
師
の
活
用
等
に
つ
い
て

各
小
中
学
校
へ
周
知
す
る

と
と
も
に
、
が
ん
に
関
す

る
知
識
の
普
及
啓
発
に
つ

な
が
る
よ
う
な
指
導
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
学
校
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議員

熱中症対策で小中学校に冷水器設置を

2020

（公明党）
牧下　恭之
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市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

問
　
水
俣
市
政
治
倫
理
条

例
に
従
え
ば
、
全
議
員
か

ら
の
提
案
に
対
し
市
長
は

公
正
公
平
に
対
応
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か

答
　
市
民
の
負
託
を
受
け

た
市
長
と
し
て
、
公
正
公

平
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

問
　
市
長
選
挙
中
、
相
手

候
補
は
「
高
岡
市
長
は
市

長
派
で
は
な
い
議
員
の
提

案
は
内
容
に
か
か
わ
ら
ず

実
行
し
な
い
と
言
っ
て
い

た
」
と
発
言
し
て
い
る
が

市
長
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
た
の
か

答
　
信
憑
性
の
な
い
話
で

コ
メ
ン
ト
す
る
に
値
し
な

い
。

問
　
市
長
は
ど
の
よ
う
な

基
準
で
政
策
判
断
を
し
て

い
る
の
か

答
　
与
野
党
関
係
な
く
市

民
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る

か
ど
う
か
を
基
準
に
判
断

し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て

問
　
令
和
８
年
度
の
税
率

改
定
で
、
値
上
げ
幅
が
最

も
大
き
い
世
帯
は
年
間
い

く
ら
増
額
と
な
る
か

答
　
年
間
14
万
４
６
０
０

円
の
増
額
と
な
る
。

問
　
何
も
か
も
が
値
上
が

り
し
、
市
民
の
生
活
は
た

い
へ
ん
厳
し
い
。
財
政
調

整
基
金
を
保
険
税
の
引
下

げ
や
据
置
き
に
活
用
す
る

考
え
は
な
い
か

答
　
国
、
県
の
方
針
に
従

い
医
療
費
抑
制
事
業
に
充

て
る
。

問
　
現
在
、
医
療
費
抑
制

の
た
め
ど
の
よ
う
な
取
組

を
し
て
い
る
か

答
　
特
定
健
診
や
糖
尿
病

予
防
講
座
、
歯
科
健
診
等

を
無
料
で
実
施
し
て
い
る
。

問
　
そ
れ
も
大
事
だ
が
強

力
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

必
要
で
は
な
い
か
。
物
価

高
騰
支
援
に
も
な
る
し
、

地
元
へ
の
経
済
効
果
も
期

待
で
き
る
商
品
券
を
付
与

す
る
こ
と
で
動
機
づ
け
を

し
、
関
心
の
な
い
層
を
巻

き
込
め
な
い
か
。

答
　
い
ろ
い
ろ
意
見
を
伺

っ
て
真
に
効
果
的
な
取
組

を
検
討
し
て
い
く
。

ホ
ル
ム
ズ
危
機
と
本

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
に
つ
い
て

問
　
石
油
・
天
然
ガ
ス
が

海
外
か
ら
入
ら
な
く
な
っ

た
場
合
、
業
務
を
継
続
で

き
る
事
業
体
は
あ
る
か

答
　
な
い
と
考
え
る
。

問
　
ホ
ル
ム
ズ
危
機
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
海
外
依
存
脱

却
の
契
機
に
す
べ
き
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
者
の
飯
田

哲
成
氏
が
海
外
の
再
エ
ネ

事
情
を
紹
介
し
て
お
り
、

世
界
は
太
陽
光
と
蓄
電
池

を
主
力
電
源
と
す
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

本
市
の
公
共
施
設
へ
の
再

エ
ネ
導
入
の
成
果
は
ど
う

か答
　
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
水
力
発
電

由
来
の
電
力
を
20
施
設
に

供
給
し
、
Ｃ
Ｏ
２
を
１
０

０
０
ト
ン
削
減
、
電
気
料

金
を
１
０
０
０
万
円
低
減

し
た
。

問
　
家
庭
へ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
と
蓄
電
池
の
設
置
に

対
し
、
市
独
自
の
補
助
金

を
創
設
で
き
な
い
か

答
　
現
時
点
に
お
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

問
　
公
用
車
更
新
の
際
、

ガ
ソ
リ
ン
車
と
Ｅ
Ｖ
の
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
比
較
し

た
こ
と
は
あ
る
か

答
　
デ
ー
タ
は
取
っ
て
い

な
い
。
コ
ス
ト
と
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
観
点

か
ら
も
、
積
極
的
に
Ｅ
Ｖ

へ
乗
り
換
え
る
べ
き
で
は

な
い
か

答
　
燃
料
代
は
い
ら
な
く

な
る
が
、
充
電
施
設
が
必

要
に
な
る
。
コ
ス
ト
と
エ

コ
ロ
ジ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
導
入
を
考
え

る
。

問
　
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
技

術
に
つ
い
て
専
門
家
か
ら

学
べ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
か

答
　
２
月
に
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
の
開
発
者
に
最
新
の

再
エ
ネ
事
情
を
お
話
し
い

た
だ
い
た
。

議員

エネルギーの地産地消で
政変に左右されない水俣に

▲

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

情
を
解
説
し
て
い
る
最

新
の
著
書

2121

（日本共産党）
高岡　朱美
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

　

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
海
か
ら
吹
く
風

が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。 

さ
て
、
８
月
２
日

は
夏
の
風
物
詩
「
み
な
ま
た

競
り
舟
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

今
年
も
市
議
会
チ
ー
ム
が
出

場
い
た
し
ま
す
。
本
番
に
向

け
、
水
面
を
渡
る
爽
や
か
な

風
を
感
じ
な
が
ら
、
議
員
一

同
で
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。 

全
員
で
息
を
合
わ
せ
て
舟
を

進
め
る
爽
快
感
と
団
結
力

を
、
今
後
の
議
会
活
動
に
も

し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。 

暑
さ
厳
し
き
折
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が

け
、
健
や
か
な
夏
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
（
委
員
は
五
十
音
順
）

委
員
長　

桑
原　

一
知

副
委
員
長　

杉
迫　

一
樹

委　
　

員　

岩
村　

龍
男

　
　
　
　
　

杉
本　

康
宏

　
　
　
　
　

田
口　

憲
雄

　
　
　
　
　

肥
山　

美
緒

　
　
　
　
　

平
岡　

朱

　
　
　
　
　

吉
野　

誠
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議 会 の 主 な 動 き

	５月13日	 総務産業常任委員会
		  議会運営委員会
		  各派代表者会議
		  議会改革特別委員会
	 14日	 全国自治体病院経営都市議会議長協議

会定期総会（東京都）
	 18日	 水俣商工会議所青年部第42回通常総会
	 21日	 老人クラブ連合会定期総会
	 23日	 久木野分収林造林組合通常総会
	 26日	 九州市議会議長会第２回理事会（東京都）
		  全国市議会議長会第244回理事会
		 （東京都）
		  全国温泉所在都市議会議長協議会総会

（東京都）
		  熊本県市議会議長会（東京都）
	 27日	 全国市議会議長会第102回定期総会

（東京都）
	 28日	 水俣・芦北地域振興財団理事会
	 29日	 水俣市防災会議及び国民保護協議会
	 30日	 第71回恋龍祭市民総おどり参加
		  天草市合併20周年記念式典
	６月４日	 議会運営委員会
		  各派代表者会議
		  議会改革特別委員会
		  全員協議会
	 11日	 議会運営委員会
		  令和８年第２回水俣市議会定例会開会
		  議会改革特別委員会
	 15日	 議会運営委員会
		  南九州西回り自動車道早期実現期成会 

・通常役員総会
	 22日	 令和８年第２回水俣芦北広域行政事務

組合臨時議会

	 23日	 一般質問（～ 25日）
	 25日	 議会運営委員会
	 26日	 各常任委員会
	７月２日	 議会運営委員会
		  令和８年第２回水俣市議会定例会閉会
		  議会だより編集委員会
		  議会改革特別委員会
	 	 競り舟練習
	 ９日	 議会だより編集委員会
	 13日	 令和８年度南九州西回り自動車道建設

促進期成会総会
		  水俣・芦北地域振興推進委員会と水俣 

・芦北地域振興推進協議会熊本県との
意見交換会

	 14日	 競り舟練習
	 15日	 議会だより編集委員会
	 22日	 熊本県城南七市市議会議長会定期総会

（宇土市）
	 23日	 水俣・芦北地域振興推進協議会前期要

望活動（～ 24日、東京都）
	 29日	 中山間地域総合整備事業推進協議会総会

他市町村からの視察
５月26日		 新潟県五泉市議会
		  地域公共交通の取組について
７月	７日	 東京都渋谷区議会
		  環境モデル都市の取組について
	 28日	 大阪府東大阪市議会・福岡県太宰府

市議会・福岡県春日市議会
		  水俣病についての現状や行政として

の対応等について
	 29日	 兵庫県姫路市議会
		  水俣病の経験を踏まえ、市民参加・

地域自治・環境教育をどのように現
在の地域運営へ接続しているか

22


